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標題:

シンガポール籍船の救命いかだの配置

テクニカル
インフォメーション

No. TEC-0454

各位 発行日 2002 年 4 月 30 日

今般、シンガポール政府から、1974 SOLAS 1996年改正のIII章 31規則3.1により要求される救命いか

だの配置について、次のとおり、通知がありましたのでお知らせ致します。

1. 1986 年 7 月 1 日前に建造されたシンガポール籍船舶に搭載の救命いかだは、いずれの舷

においても進水可能なように、単一の開放された甲板において船側から船側へ容易に移動

できるものでなければならない。

2. 救命いかだが、単一の開放された甲板において容易に船側から船側へ移動できない場合は、

各舷の救命いかだの収容能力は、それぞれ総乗船者を収容するために十分なものでなけれ

ばならない。

上記の要件を満足していない船舶につきましては、2002 年 4 月以降の最初の SE 定期的検査を期限

とし、可能な限り早い時期に対応をお願いします。

なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。

財団法人　日本海事協会　（ClassNK）

本部　管理センター　材料艤装部

住所： 東京都千代田区紀尾井町 4-7　（郵便番号　102-8567）
Tel.: 03-5226-2020
Fax: 03-5226-2019
E-mail: eqd@classnk.or.jp
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